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都
の
「
歴
史
と
文
化
の
散
歩
道
」に
指
定
さ
れ
る

西
新
井
・
竹
の
塚
コ
ー
ス
6. 8
キ
ロ
メ

ー

ト

ル

地
域
の
美
し
い
自
然
に
親
し
み

祖
先
の
残
し
た
遺
産
と
ふ
れ
あ
え

る
散
策
の
道―
―
。
こ
の
ほ
ど
都

が
整
備
を
進
め
て
い
る
「
歴
史
と

文
化
の
散
歩
遭
」
に
西
新
井
・
竹
の

筱
コ
ー
ス
が
指
定
さ
れ
ま
し
た

。

こ
の
コ
ー
ス
は
西
新
井
大
師
か

ら
炎
天
寺
、
伊
興
寺
町
を
通
つ
て

見
沼
代
親
水
公
菌
(
古
千
谷
五
丁

目
)
ま
で
の
6
.
8㌔
㍍
。
島
根
六
月

寺
め
ぐ
り
散
歩
(
大
師
前
駅
～
竹

ノ
獗
駅
/
4
.
4
㌔
㍍
)
と
伊
興
寺
町

散
歩
(
竹
ノ
筱
駅
～
古
千
谷
五
丁

目
/
2
.
4
㌔
㍍
)
の
2
つ
の
ガ
イ
ド

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ス
終
点
の
見
沼
代
親

水
公
園
か
ら
西
北
に
足
を
邏
ぷ
と

毛
長
川
と
ド
ッ
キ
ン
グ
。
毛
長
川

糠

の
遊
歩
道
「
Z
蒭

の
路

」

に
塵
儺
さ
れ
ま
す
の
で

、
敵
歩
道

が
さ
ら
に
続
く
よ
う
配
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
散
歩
道
は
、
都
が
平
成
4

年
度
か
ら
7

年
度
に
か
け
て
整

爾
。
案
内
板
や
標
掀
の
設
置
は
平

成
5
年
度
に
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

や
嗄
え
込
み
な
ど
の
環
境
整
備
は

平
改
7
年
度
の
計
回
で
す
。

西
新
井
・
竹
の
罹
コ
ー
ス
は
足

立
区
で
は
2
番
目
の
指
定
。
昭
和

5
8
年
に
指
定
さ
れ
た
千
住
コ
ー
ス

(
上
野
駅
1
北
千
住
駅
/
7
.
8
㌔
㍍
)

が
あ
り
、
千
住
大
橋
な
ど
が
見
所

と
な
っ
て
い
ま
す

。都
全
体
で
は
、

新
た
に
1
1コ
ー
ス
が
指
定
さ
れ
、
2
3

コ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た

。

区
は
先
行
し
て
環
境
整
備

伊
興
寺
町
地
区

こ
の
「
歴
史
と
文
化
の
散
歩
道
」

の
塵
側
に
先
行
し
て

、
区
で
は
伊

興
寺
町
地
区
周
辺
の
環
境
整
備
を

行
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、コ
ー
ス
に
な
っ

て
ぃ
る
保
木
間
堀
に
せ
せ
ら
ぎ
を

復
活

。
町
並
み
と
調
和
し
た
落
ち
S

き
の
あ
る
散
策
路
に
し
ま
す
。

ま
た
、
毛
長
川
も
整
備
し
て
保
木

間
堀
、
見
沼
代
親
水
公
園
と
結
ん

だ
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か

、
東
伊
興

町
の
遺
跡
公
園
も
平
改
3
年
度
に

塵
備
す
る
予
定
で
す
。

一
方
、都
市
景
観
審
艤
会
で
は
、

西
新
井
大
師
周
辺
・
伊
興
寺
町
両

地
区
を
景
観
整
眞
重
点
地
区
の
侯

補
地
に
挙
げ
て
ぃ
ま
す
。

「
歴
史
と
文
化
の
散
鰤
道
」西

新
井
・
竹
の
塚
コ
ー
ス
。
四
季
を

通
し
て
家
族
や
友
人
と
ぶ

ら
P

歩
け
る
身
近
な
楽
し
い
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
り
そ
う
で
す

ね
。

島根六月寺めぐり散歩
( 大 師前駅- 竹ノ塚駅/ 1. 1km)

伊興寺町散歩
( 竹 ノ塚駅- 古千谷五丁目/ 2. 4km)

区の整備計画

遺跡公園整備
今年から発掘調査をし。平成3
年度に遺跡公園をつくる。

伊興寺町

関東大震災後、浅草や築地から
移転してきた寺が集中し、江戸
時代の歴史を刻んだ有名な人物

の墓碑が多くある。

区の整備計画

水と緑のネツトワーク

「 水回廊構想 」による

「 花の川 毛長川づくり 」、
保木間堀の親水路整 備等で
うるおいを感じる敵歩道に。
( 平成3 年度)東岳寺

都指定旧跡「初代安藤広重 墓及び記念

碑」。広重は浮世絵東海道五十
三次の版画で有名。

炎天寺
一茶ゆかりの寺で、毎年秋に

「一茶まつり」を行い、全国
の小・中学生から 俳句を募集
する盛大な句会を催す。

西新井大師
古くから 厄除開運の霊場とし て名高

く、数多くの文化財がある。広 い境
内には、ぼたん園、藤棚があり 、新
東京百景の一つ。

国土安穏寺

旧日光道中に接し 、将軍家

の休息所 や御膳所にあてら
れていた徳川家と 関わり の
深い由 緒ある寺。 歴史と文化 の散 歩道沿いには、

案内板が設置されます(写真は
千住コースの大橋公園内)

イ ベ ン 卜 の お 知 ら せ

第11回 足立の花火大会
日時 7 月27 日(木)

午後7時15分～8時45分

( 荒天の場 合は28日に順延)

場所 荒川河川敷
( 千住新橋～西新井橋間)

夜空 を 彩
る
6

0
0
0

発

※
く
わ
し
く
は
、
「
あ
だ
ち
広

報
」7
月
1
5日
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
合
せ
先

観
光
協
会
事
務
笳

(
中
央
本
町
庁
舎
・
商
工
振

興
課
内
　
8
8
0
5
1
9
1
)

〝 足 立 ま つ り 〟

10月14 ・15 日

「
足
立
ま
つ
り
」の
概
要
が
、

次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

日
時
1
0

月
1
4・
1
5日

場
所

荒
川
河
川
敷
・
北
千
庄

駅
周
辺
(
駅
前
広
場
、駅
前
通

り
、
旧
日
光
街
逎
ほ
か
)

内
容

パ
レ
ー
ド
、物
産
展
(
バ

ザ
上

。産
業
展
、ス
テ
ー
ジ
、

子
供
広
場
、流
し
踊
り
、そ
の

ほ
か
ペ
ル
モ
ン
ト
市
提
携
5
　

周
年
を
記
念
し
て
の
催
し

問
合
せ
先

足
立
ま
つ
り
事
務

局
(
東
亰
商
工
会
議
所
足
立

支
邵
　
朏
9
2
0
0

、
ま
た

は
中
央
本
町
庁
舎
・
地
斌
振

興
課
　
8
8
0
5
1
7
3
)

7
月
2
日
は
都
議
会
議
員
選
挙

不
在
者
投
票
中
央
本
町
庁
舎
で
も
受
け
付
け
ま
す

東
亰
都
議
会
議
員
の
任
期
禹

了
に
伴
う
選
挙
を
7
月
2
日
に

行
い
ま
す
。

投
票
時
間
は
午
前
7
時
か
ら

午
後
6
時
ま
で
で
す
。

な
お
、今
回
の
都
議
会
議
興

選
挙
か
ら

、
中
央
本
町
庁
舎
で

も
不
在
者
投
果
を
受
け
付
け
ま

す
。不

在
者
投
票
の
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す

。

▽
本
庁
豐

千
住
)・・・
6
月
2
3日

～
7
月
1
日

▽
中
央
本
町
庁
舎
…
6
月
2
9日

I
7
月
1
日

※
い
ず
れ
も
、
午
前
8
時
3
0分

か
ら
午
後
5
時
。

A
選
挙
管
理
委
員
会
V

区役所は

第
2
・
第
4
土
曜
日
は
休
み
で
す

た
だ
し
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
は
、今
ま
で
ど
お
り
開
き
ま
す

葦
立
ち

真
夏
を
思
わ
せ
る
5
月
末
の

日
曙
日
、
扇
三
丁
目
に
完
成
し

た
「
扇
彫
刻
の
あ
る
公
園
」は
楽

し
い
催
し
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

将
来
有
望
な
、
3
人
の
若
手

彫
刻
家
に
よ
る
作
品
を
公
菌
内

に
設
置
し

、
そ
の
除
幕
式
が
行

わ
れ
た
の
で
す
。

地
域
の
小
学
生
や
お
母
さ
ん

方
7
0
0人
が
参
加
、
思
い
思
い
に

家
族
で
記
念
舞
影
を
す
る
な
ど

和
気
あ
い
あ
い
。

足
立
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
新

し
い
息
吹
を
と
「
彫
刻
の
ま
ち

委
員
会

」
が
発
足
し
た
の
が
昨

年
1
0
月
。
委
員
会
選
定
第
1
号

と
な
る
3
人
の
作
品
を
選
び
制

俘
を
進
め
て
い
た
も
の
で
す
。

外
国
の
諸
都
市
を
歩
く
と
、

公
園
の
広
場
に
、
あ
る
い
は
建

物
の
傍
ら
に
、
虱
景
の
一
部
と

な
っ
た
彫
刻
を
見
か
け
ま
す

。

日
本
人
は
、
自
然
最
観
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
と
て
も
上
手

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
さ
ら
に
人
の
手
を
加
え
た

都
市
景
観
に
つ
い
て
は
、
欧
米

に
比
べ
、
遅
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

除
幕
式
で
「
彫
刻
を
地
域
の

芸
術
・
文
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
末
長
く
可
愛
が
っ
て
く
だ
さ

い

」
と
私
が
挨
拶
。
そ
れ
に
応

え
て
く
れ
た
か
の
よ
う
に
「
登

下
校
の
際
、
い
つ
も
彫
刻
と
接

す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
芸

術
を
見
る
目
が
育
て
ら
れ
る
」

と
い
う
お
a
さ
ん
の
言
藥
が
印

象
的
で
し
た

。

足
立
区
を
、
も
っ
と
文
化
の

か
お
り
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め

に

、
今
後
も
野
外
彫
刻
屓
を
閧

く
な
ど
。
さ
ら
に
亊
業
を
拡
大

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

区
長
　古
性
直
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レ ポ ート あ だ ちの 計 画最 前 線

うるおいと活力を求めて
まちづくりPART2
高齢化社会の到来、国際化、高度膺報化など、私た

ちをとりまく生活環境や様式、価渣観は大きく変わろ
うとしています。このような変化は。まちづくりのあ
り万にも大きな影響を与えています。従来は、都市基
盤の塵庸に重点か岨かれていたまちづくりにも、「うる
おいJ や「ゆとり」といった快適環境が求められ、さ

らに庄民番加による、地域の特性に合った「旭丿威ごと
のまちづくり」へと進んでいます。
5 月5 日号と今弓ば まちづくり。をレポート。ま

ちづくりを展関するうえでの3 つの視戚から、前回で
は「安全」について取り上げました。今回は「快直」
「活力」といった俔点から、最近のまちづくりの勣き

を紹介します。

進
め
ま
す
美
し
い
都
市

景
観
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

都
市
の
快
晒
性
に
は

、
生
活
冕

壟
の
整
偉
に
加
え
て

、
衝
並
み
や

風
景
(
呆
)
、
そ
こ
か
ら
叉
け
る
イ

メ
ー
ジ
(
観
)
、
す
な
わ
ち
都
市
鯲

靦
が
皿
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま

す

。そ
の
た
め
区
で
は

、
区
民
の
方

々
の
筋
刀
に
よ
り

、
笑
し
い
都
市

景
観
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す

。

そ
し
て

、
よ
り
総
き
的
な
推
進

を
め
ぎ
し
て
今
年
2
月

、「
足
立
区

鄙
市
景
観
審
議
会
」
が
発
足
し
ま

し
た
。

現
在

、審
巖
会
で
は

、都
市
景
観

へ
の
区
の
基
本
的
な
方
針

、
皿
点

地
区
等
の
検
討

、
公
共
施
設
や
民

間
間
発
を
誘
導
・
指
導
す
る
景
観

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
中
で
す

。

区
で
進
め
て
い
る
観
水
緑
遭
整

欄
や
彫
刻
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
な

ど
は

、
都
市
景
観
づ
く
り
の
中
の

一
つ
の
取
り
組
み
と
い
え
ま
す

。

緑
と
う
る
お
い
の
あ
る

、
魅
力
的

な
快
適
空
間
の
創
造
を
推
迦
し
て

い
き
ま
す
。

芸
術
文
化
と
う
る
お
い
を

彫
刻
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

区
で
は

、
う
る
お
い
の
あ
る
ま

ち
つ
く
り
の
新
し
い
息
吹

、

耐

刻
の
あ
る
書
ち
づ
く
り
‘

を
進
め
て
い
ま
す

。

区
民
の
曽
さ
ん
が
身
近
に

野
外
芸
術
と
ふ
れ
あ
え
る
心

豊
か
な
環
境
づ
く
り
を
椎
進

し
よ
う
と
、
足
立
区
ま
ち
づ

く
り
公
社
で
は
昨
年
1
0月

。

「足
立
区
彫
刻
の
ま
ち
委
員
　

会
」を
発
足
。区
で
も
同
年
　

1
2
月
に
[
足
立
X
都
市
景
観
　

・
彫
刻
の
ま
ち
基
金
」
を
設

筐
し
ま
し
た

。

委
倆
会
の
選
定
第
1
号
と

な
っ
た
3
点
の
彫
刻
が
「
鵬

彫
刻
の
あ
る
公
園
」(扇
三
丁

目
)
に
設
置
さ
れ

、5
月
2
8
　

日

、
除
罵
式
が
行
わ
れ
ま
し

た

。
こ
の
公
園
は
奥
本
小
学

校
に
隣
接
し

、
登
下
佼
時
に

彫
刻
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
子

供
た
ち
の
芸
術
へ
の
思
畦
が
は
ぐ

く
ま
れ
る
と

期
待
さ
れ
て
い
ま

す

。今
年
度
は
地
区
を
選
定
し
て

、

野
外
彫
刻
を
6
以
設
置
す
る

予

定

。
作
品
を
一
般
公
男
し

、
そ
の

入
選
爬
を
展
示
す
る
野
外
彫
刻
ギ

ャ
ラ
リ
ー
展
の
開
催
も
計
画
し
て

い
ま
す

。(
石
下
欄
番
照
)

「さわれるんだよ!」 と興本小学校の子供たち。彫刻と
のふれあいがとでも自然です( 扇彫刻のある公園)

緑とゆとりの

空間づくり

プ チ テ ラ ス

事 業

ま
ち
か
ど
に

、
ほ
っ
と
一
息
つ

け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
I

。

そ
ん
な
憩
い
と
ゆ
と
り
の
空
閥

づ
く
り
を
進
め
る
の
か
ブ
チ
テ
ラ

ス
(
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
)

事
業
で

す

。防
災
生
活
圏
モ
デ
ル
事
業
、
駟

衝
略
整
爾
事
業
な
ど

、
各
種
ま
ち

づ
く
り
事
業
と
あ
わ
せ
て

整
爾
を

進
め
る
ほ
か

、
バ
ス
停
付
近
も
対

象
と
し
て
い
ま
す

。

空
地
を
購
入
ま
た
は
借
り
上
げ

て

、
草
花
や
シ
ン
ポ
ル
ツ
リ
ー
を

植
樹
。
ペ
ン
チ
や
彫
刻
な
ど
も
般

置
し
て
、
緑
豊
か
な
憩
い
と
ふ
れ

あ
い
の
小
広
場
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。今

年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

の
事
業
、
平
呎
元
年
度
予
算
で
は
1
0

像
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
ま
ち
づ
く

り
課
緑
化
佩

き
拔
1
1
1
1

㈹

まちかどを緑とコミュニティの場、プチテラ
ス(ポケットパーク)に( 古千谷四丁目)

マ ン ション 前 広 場を 美 し く

自主管理広場・歩道整備援助
区
で
は
足

立
区
環
境
整

蝴
指
導
要
岡

に
基
づ
き
、

一
定
規
僕
以

上
の
マ
ン
シ

ョ
ン
等
を
建

設

す

る

瞭

に
、
自
主
管

理
広
婦
・
歩

道
の
設
置
を

義
務
付
け
て

い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ

た
約
罰
力
所

の
広
場
・
歩
遭
は
、
地
域
の
人
4

に
と
っ
て
も
、
共
有
の
賢
一

な
ス

ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
年
月
の

経
過
で
老
朽

化
し
、
襴
修
・
改
修
が
必
要
に
な

る
婦
合
も
出
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公

廿
で
は
、
そ
の
補
修
賢
用
の
一
部

を
助
成
し
、
よ
り
賢
の
高
い
空
閥

へ
。
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
さ
せ
る
お
手
a

い
を
し
ま
す
。

道
路
に

接
す
る
広
鳩
・
歩
道

で
、
一
足
の
整
爾
項
目
(
舗
装
、

植
栽
、
遊
興
、
排
水
設
膺
な
ど
)

に
つ
い
て
改
修
・
補
修
を
行
う
場

ら
。
費
用
の
叨
%
(

勁
万
円
が
限

度
)

を
助
成
。
塵
備
方
法
な
ど
の

相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
マ
ン
シ
ョ
ン
前
も
、

お
し
ゃ
れ
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
建
物
共
宵
部
分
の
補
修

は
、
僅
宅
改
良
助
成
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
区
ま
ち
づ
く
り

公
社

霤
8
7
0
3
6
1
3

(
僅
宅
改
良
助
虞
は
、
本
庁
曾

・
ま
ち
づ
く
り
炭
事
業
第
一
佩

魯
鍜
1
1
1
1

㈹
)

最
近
造
ら
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
自
主
管
理
広
場
。
彫
荊
や

ベ
ン
チ
も
I
か
れ
て
い
ま
す
(
中
央
本
町
四
丁
目
)

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
将
来
像
を
つ

く
り
ま
し
た

地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定

第
1
5

地

区

(

興
野
一
・
二
丁
目
、
本
木
二

丁
目

、
本
木
東
町

、本

木
北
町

)

今
年
4
月
、興
野
丁

二
丁
目
、

友
木
二
丁
目
、
本
木
東
町
、
本
木

北
町
で
構
成
さ
れ
て
い
る
第
1
5地

区
の
旭
区
ま
ち
づ
く
り
計
図
を
、

地
域
の
み
な
さ
ん
が
っ
く
り
あ
げ

ま
し
た
。

6
2年
に
月
か
ら
取
り
組
み
を
始

め
て
各
町
会
、
商
店
街
ご
と
に
将

来
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
設

定
し
、
整
潸
計
画
を
立
案
。
旭
区

全

体
の

嗷

貞
項

目
と

し
て

「
細

衝

略

の

拡
幅

整
備

」「
練

化
整

偉

」「
商

き

街

整
備

」
を

掲
げ

て
い

ま
す

。

細

衢
踏

整
備
は

「a

呷

軟

」
と

名

付
け

、4
M

禾
扁

の
道

路
を
2
0

年

閥
で
4

む
以
上

に

広
げ
よ

う

と

い

う

も
の

。
こ

の
計

画
に

先
仔

し

て

地
区

庄

康
境

総
合

塵
備
s

業

に

よ

っ
て

拡

幅
整

備
さ

れ

、

ポ
ケ

ッ

ト

パ

ー

ク
や

彫

刻
が

配
さ

れ
た

本

木
二
丁
目
の
道
路
は
、
整
爾
の
お

手
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

縁
盖
か
な
ま
ち
つ
く
り
を
遠
め

1

る
「
本
の
木
計
画
」
は
、
積
極
的

に
生
け
垣
緩
化
を
推
進
。
奥
野
町

会
で
は
「
緑
の
S
定
検
討
委
員
会
」

が
発
足
し
、
緑
化
協
定
繻
結
に
む

け
て
取
り
岨
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
。

本
木
新
遭
沿
い
?
商
店
衝
で
は

一
体
と
な
っ
て
街
路
灯
や
歩
一

を

整
气

バ
ス
停
付
近
に
プ
チ
テ
ラ

ス
を
設
け
る
計
画
で
す
。

地
区
計
画
で
道
路
と
公
園
新
設

扇
一

丁
目

地

区

扇
一
丁
目
地
区
(
扇
一
丁
目
2

番
地
)
の
地
区
計
図
案
が
今
年
4

月
に
で
き
ま
し
た
。
昭
和
6
1
竿
に

旭
区
の
備
さ
ん
が
『
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
る
会
』
を
発
足
さ
せ
、
見

学
会
や
検
町
会
を
s
ね
て
取
り
組

ん
で
き
た
結
果
で
す
。

ほ
と
ん
ど
進
略
の
な
か
っ
た
3
-
6

ひ
の
旭
区
に
緇
4
と
1
7
、
5㍍、
延

長
鵬
封
の
迎
路
を
つ

く
り
、
中
心

部
に
は
千
旛
平
方
む
の
公
園
も
設

け
た
、
便
利
で

縁
盖
か
な
ま
ち
づ

く
り
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
'
m
H

月
の
都

市
計
画
決
定
に
む
け
て
、
現
在
、

手
続
き
中
で
す
。

区
で
は
、
こ
宝

う
な
区
民
の

皆
さ
ん
に
よ
る
自
主
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
積
極
的
に
応
援
し
て
い
ま

す
。
今
峻
、
他
の
地
区
に
も
広
げ

て
い
く
予
定
で
す
。

問
合
せ
先

本
庁
合
・
袤
ち
づ
く

り
課
事
業
第

】
・
第
二
佩

S
唹
1
1
1
1

㈹

竹
ノ
塚
で
新
し
い
動
き

市
街
地
再
開
発
事
業

駅
周
辺
は
、
人
々
が
集
ま
り
に

ぎ
わ
う
地
域
の
拠
点
。
区
で
は
、

地
峨
の
中
心
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

都
市
空
間
づ
く
り
と
商
業
の
活
怜

化
を
図
る
た
め
、
駅
周
辺
の
m

感

地
再
開
発
を
重
点
施
鴒
と
し
、
北

千
僅
、
硬
瀬
、
五
反
野
、
西
新
井
、

竹
ノ
塚
を
対
象
に
、
地
域
主
体
の

再
開
発
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

昭
和
6
2年
に
峻
順
一
丁
目
惣

の
再
開
発
ビ
ル
が
完
成
。
昭
烈

年
に
郡
市
計
圃
決
定
さ
れ
た
北
千

庄
呎
西
口
地
区
で
は
昨
年
H
月
、

再
開
発
関
連
事
業
と
し
て
北
千
住

駅
西
口
駐
車
場
が
オ
ー
プ
ン
し
て

い
ま
す
。

今
年
4
月
、
竹
ノ
塚
駅
西
口
南

地
区
で
「
市
街
地
再
聞
発
準
爾
組

合
」
か
地
元
地
柵
者
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
。
再
鬨
発
へ
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。
僅
宅
系
を
中
心

に
商
業
施
設
な
ど
も
輿
入
し
て
2
4

陪
建
て
復
合
ビ
ル
を
建
設

。
あ
わ

せ
て
周
辺
遭
路
の
拡
矚
整
備
も
行

わ
れ
る
予
足
で
す

。
本
年
度
内
に

都
市
計
画
決
定
、
来
年
度
に
は
本

組
合
設
立
を
め
ぎ
し
て
い
ま
す

。

区
内
で
最
初
に
で
き
た
再
開
発

ビ
ル
「綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
」(
綾
瀬

一
丁
目
)
Q
と
、竹
ノ
塚
駅
西

口
吻
地
区
再
闘
発
計
画
案
(
予

想
横
型
)
S

まちづくりに取り
組む人たちを応援

まち づく りの 調 査
研 究 への援助 事業

最
近

、
地
域
で
の
自
主
的
な
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
岨
ん
で
い
る
人

た
ち
が
増
え
て
い
ま
す

。

足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社
で

は

、
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行

う
団
体
に
対
し
て

、
活
励
費
用
を

助
成
し
て
い
ま
す

。

昨
年
度
は

、
郡
市
型
地
域
工
業

の
あ
り
方
を
探
り

、
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
「
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
'
<
1
1
」
や
、
共
同

建
醤
計
画
を
検
討
す
る
研
究
会
な

ど
、
3
団
伍
に
助
氓
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ま
ち
つ
く
り
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

派
遣
、
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
う
る

お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

た
い
と
お
考
え
の
男
は
、
ぜ
ひ

、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
足
立
区
ま
ち
つ
く
り
　

公
社
a
8
7
0
3
6
1
3

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

始

め

よ

う

第
1
5地
区
ま
ち
づ
く
り
地
区
連
絡
会
会
長

落
合

善
作
さ
ん

私
た
ち
の
旭
区
で
は
、
今
回

策
定
し
た
地
区
ま
ち
づ
く
り
計

圃
の
一

点
項
目
に
船
っ
て
、
。
住

民
が
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

よ
う
'
と
決
め
ま
し
た
。

ま
ず
緑
化
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を

徹
底
的
に
排
除
し
て
、
生
け
垣

に
変
え
る
こ
と
は
、
今
す
ぐ
に

で
も
で
き
る
こ
と
で
す
。

次
に
隅
切
り
。
僅
宅
の
建
て

裝
え
な
ど
に
ら
わ
せ
て
、
積
極

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

も
、
あ
ち
こ
ち
に
で
き
て
き
ま

し
た
よ
。

3
番
目
は
商
店
街
の
振
興
で

す
か
、
現
在
、
3
つ
の
商
店
街
か

合
同
で
取
り
岨
ん
で

、
街
略
灯

の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
は
、
5

年
1
0年
で
は
な
い
'
*
5

的
な

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
し
か

し
、「
無
差
」
と
か
『
難
し
い
』

と
き
う
て
い
る
ば
か
り
で
は
、

向
も
で
き
ま
せ
ん
。

ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性
を
一

番
分
か
っ
て
い
る
の
は
旭
元
の

住
民
で
す
し
、
住
民
同
士
で
話

し
合
え
ぱ
納
得
し
て
く
れ
ま

す
。
お
互
い
に
理
解
し
、
S
刀

を
得
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

竹
の
塚
の
発
展
と

平
成
5
年
度
完
成
め
ざ
し
て

竹
ノ
塚
駅
西
口
南
地
区
市
街
地

再
開
発
準
備
組
合
理
事
長

田
中

昭
二
さ
ん

竹
ノ
塚
駅
西
口
は
、
自
分

た
ち
の
ま
ち
で
あ
る
と
同
時

に
、
入
谷
・
合
人
旭
区
の
玄

関
口
。

駅
周
辺
の
再
闘
発
は
地
元

の
た
め
だ
け
で
な
く
、
駅
を

利
用
す
る
す
べ
て
の
人
の
利

便
を
図
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

準
備
組
合
で
は
、
こ
れ
か

ら
測
量
や
区
分
け
な
ど
興
体

的
な
作
業
に
入
り
ま
す
が
、

岨
合
貝
相
互
に
絶
え
ず
共
通

認
踰
を
彫
ち
な
が
ら
I

実

に
、そ
し
て
積
極
的
に
進
め
、

平
成
3
年
度
轆
工
、
5
年
度

完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
の
理

解
や
筋
力
を
蒔
て
、
魅
力
あ

る
駅
前
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

あ
だ
ち
型
イ
ン

キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン

を
考
え
る

ま
ち
工
揚
を
体
験
ス
ク
ー
ル
に

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
代
表

鈴
木

利
次
さ
ん
(新
田
三
丁
目
)

足
立
区
の
工
業
の
将
来
像
を

考
え
よ
う
と

、
区
内
の
工

蝿
経

倉
者
か
集
ま
っ
た
の
が
こ
の
研

究
会
で
す
。

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
と
は
、

「
ふ
卵
器
」「
保
育
器
峇

意
味
す

る
言
葉
で
、
企
業
家
の
タ
マ
ゴ

を
技
術
、
資
金

面
な
ど
で
支
援

し
、
一
本
立
ち

さ
せ
る
仕
岨
み

の
こ
と
で
す
。

区
内
工
葉
の

現
状
は
、
人
材
難
、
地
価
高
騰

に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
、

工
業
敷
旭
の
拡
裡
が
で
き
に
く

い
な
ど
、
難
し
い
面
を
か
か
え

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
豊
か
で
活
力
の
あ

る
ま
ち
つ

く
り
に
は
、
商
業
・

工
業
の
活
性
化
を
抜
き
に
し
て

は
鳩
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
活
力
と

な
る
新
た
な
都
市
型
工

業
お
こ

し
や
既
存
企
業
の
生
産
高
慶
化

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
・賦
み
の
ひ
と
つ
と

し
て
「
エ
魯
ス
ク
ー
ル
運
助
」

を
提
案
し
て
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
エ
揚
の
壁
の

】邵

を
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
て
、
外
か

ら
内
部
の
作
業
が
見
え
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。
か
つ
て
子

供
た
ち
は
、
鍛
冶
履
や
畳
飃
な

ど
の
仕
事
を
。

外
か
ら
見
る
こ

と
か
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
を
現

代
に
復
活
さ
せ

て
、
工
場
見
学

や
体
験
学
習
の
婦
を
提
供
す
る

こ
と
で

、
工
業
夸
ま
ず
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
の
が
咀
い
で

す
。将

粟
を
見
通
し
た
工
業
振
興

が
活
刀
あ
る
ま
ち
つ
く
り
に
結

び
つ
け
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

みんなの健康 足 皿 保 所C855- 4151
読

睹HH
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臾夲弯保健相談所0880- 5351

元
気
が
す
て
き
!

巡
回
健
康
診
査
と
ミ
ニ
健
康
展

日
時
7

月
6
日

采
)

、午
唆
―

蒔
3
0分
か
ら

鳩
所

厘
業
振
興
館

内
容

▽
巡
回
健
康
診
査
(
血
圧

屬
定
、尿
検
査
、歯
科
険
診
、
X

娵
撮
影
T

受
付

時
間
午
倹
1
　

時
6
分
～
2
時
蜀
分
、
賢
用
1
0
0

円

▽
講
演

会

「
美
し

さ
は

食

亊

か
ら

」(講

師
・・・
梅
田

祠

院
院

長

山

本

珊
義

氏
)

・・・
午

後
2
　

時
1
5

分

～
3

時
6

分

▽

健
康

チ

ェ

ッ
ク
コ

ー
ナ

ー
ほ

か

問
合

せ
先

千

匡

保
健

所
業

務
佩

き
脚
4
2
7
7

ご協力ください

7 月の献血

震
の
獸
血
に
ご
s
力
く
だ
さ

い
。日
程
は
左
畏
の
と
お
り
で
す

。

受
付
時
間

い
ず
れ
も
午
前
1
0時

～
午
榎
3
時
釦
分
(
昼
食
・
休

憩
時
間
を
除
く
)

問
合
せ
先
葛
飾
赤
十
字
血
尿
セ
　

ン
タ
ー
(
'
‘
6
9
3
5
7
0
1
)
、
本
　

庁
舎
・
保
健
予
防
係
(
s
貎―
　

―
―
―
㈹
)

7 月の献血日程

あなたの作品をまちかどに… 野
外
彫
刻
作
品
を
募
集

足
立
区
で
は
、
彫
刻
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
迎
め
て
い
ま
す
。
芸
術
畦
・
艾
化
性
豊
か

な
彫
刻
を
、
区
内
に
計
画
的
に
設
置
し
て
い

き
ま
す
。

今
年
度
は
6

点
の
彫
刻
を
設
置
の
予
定
。

そ
の
彫
刻
作
品
を
一
般
公
募
し
ま
す
。

般
置
場
所
・
テ

ーマ
に
基
づ
い
て
作
品
模

型
と
バ
ー
ス
(

完
成
予
想
図
)
を
作
成
し
、
8

月
末
に
提
出
。
審
査
の
う
え
、
6
点
の
作

品
を
買
い
あ
げ
、
野
外
に
設
置
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
'
あ
だ
ち
広
報
」
7
月
5
日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

t
`
募
希
望
の
方
は
、
応
円
切
手
と
返
信
用

封
筒
(
角
3
サ
イ
ズ
)
を
同
封
の
う
え
、
7

月
2
1
日
ま
で
に
資
料
を
ご
躋
裏
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
S
料
請
求
先

足
立
区
野
外
彫
刻

の
ま
ち
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
事
務
局
(
〒
S
千

僅
1
1
4
-
1
8

足
立
区
役
所
内

諾
足

立
区
ま
ち
づ
く
り
公
世
都
市
景
観
デ
ザ
イ

ン
蹇
S

貎
1
1
1
1

内
線
4
5
4
3
)

自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
応
援

(
財
)足

立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

黝
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

は

、
区
の
全
額
出
資
に
よ
り
昭

和
6
3年
4
月
に
股
立
さ
れ
、
区

政
を
補
完
し
て

、
公
茲
S
業
を

行
う
財
団
法
人
で
す

。

ま
ち
づ
く
り
は

、
行
政
な
ど

に
よ
る
公
的
な
部
分

、
区
民
の

皆
さ
ん
に
よ
る
民
的
な
匿
分

、

そ
し
て
そ
の
接
点
と
な
る
萌
公

共
的
な
邵
分
か
ら
呎
り
立
っ
て

い
ま
す

。
う
る
お
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
は

、
こ
の
3

つ
の
部
分
を
総
画
し

、一

備

を
進
め
て
い
く
こ
と
か
必
要
で

す

。そ
こ
で
足
立
区
ま
ち
づ
く
り

公
社
で
は

、
区
民
の
皆
さ
ん
の

自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
や

行
政
施
策
で
は
対
応
し
に
く
い

廩
公
共
的
な
部
分
の

整
爾
を
援

体
へ
の
助
成

▽
自
主
曾
理
広
鳩
・
歩
遭
、
プ

チ
テ
ラ
ス
整
瓣
な
ど

、
民
旭

で
の
鍵
適
贋
境
整
備
の
助
成

▽
公
益
信
罷
ま
ち
つ
く
り
ト
ラ

ス
ト
の
晋
及
・
啓
発

▽
樊
し
い
ま
ち
の
景
観
づ
く
り

へ
の
指
4
助
言

▽
彫
刻
の
あ
る
ま
ち
つ

く
り
の

推
進
と
彫
刻
の
ま
ち
委
目
会

助
し
、
区
施
設
等
の
迅
速
な
補

修
を
吁
っ
て

、
家
ち
の
快
迴
環

塊
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
ま
す

。

主
な
事
葉

▽
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
派
姐
、

不
燃
化
建
裝

、
共
同
建
腑
、

建
築
協
定
な
ど
の
相
鮫

▽
活
力
あ
る
ま
ち
つ
く
Q

を
進

め
る
自
主
的
な
調
査
研
呪
団

の
運
営

▽
イ
ベ
ン
ト
や
ま
ち
づ
く
り
し

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催

▽
区
お
よ
び
足
立
区
コ
ミ
ー
・

テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
竍

施
設
の
補
修
・
改
修

▽
区
営
住
宅
の
管
理
と
恵

庁

地
下
畦
車
場
の
運
営

問
合
せ
先

諾
足
立
区
ま
ち
う

く
り
公
廿

・
‘
6
7
0
3
6
1
1

この境界廊分を公社が応援します

保
健
所

の

日
誌
か
ら

K
さ
ん
の
笑
顔

歌
庭
訪
問
の
遍
す
が
ら
、
K

さ
ん
夫
妻
に
呼
び
止
め
ら
れ

た
。『

こ
ん
な
に
遠
く
ま
で
散
歩

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
』

K
さ
ん
、
6
2蔵
。

脳
コ
ウ
ソ
ク
の
た

め
、
軽
い
後
遺
症

が
あ
る
。

初
め
て
K
さ
ん
宅
を
訪
問
し

た
と
き
、
K
さ
ん
は
お
む
つ
を

付
け
て
万
年
床
で
1

日
中
遥
こ

し
て
い
た
。
通
院
も
で
き
ず
。

「
寝
た
き
り
」
に
な
る
の
は
舛

間
の
問
題
で
あ
る
。

専
門
医
の
指
毒
の
も
と
に
、

累
庭
で
の
介
護
と
リ
(
ビ
リ
が

始
ま
っ
た
。保
健
婦
の
仕
事
は
。

定
期
的
に
家
庭
訪
問
し
て
、
覃

庭
で
の
介
霞
方
法
や
リ
(
ビ
リ

の
仕
方
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

「
穫
た
き
り
」
予
防
の
た
め

に
は
、
ま
ず
歩
く
こ
と
。
戸
外

を
駁
歩
で
き
る
様
に
な
れ
ば
、

ボ
ケ
の
予
防
に
も
な
る
。

K
さ
ん
の

婦
合
は
、
最
初
は

物
に
つ
か
ま
っ
て

立
ち
上
が
る

練
習
か
ら
始
ま
っ
た
。
転
ぶ
危

険
が
あ
る
た
め
、

】
人
で
は
で

き
な
い
。厄
日
時
間
を
決
め
て
、

一
初
の
I
週
間
は
1
0分
だ
け
、

次
の
週
は
1
5分
と
徐
々
に
馴
練

時
間
を
延
ば
し
、
つ
か
ま
り
立

ち
の
馴
練
を
根
気
よ
く
続
け
て

い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、
家
族

の
石
援
が
大
き
な
力
と
な
る
。

「
M
ち
ゃ
ん
、
歩
く
練
習
の
時

関
よ
」
。妻
は
新
婚
の
こ
ろ
の
呼

び
名
で
声
を
か
け
て
励
ま
し
厩

け
た
。

つ
か
ま
り
立
ち
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
、
次
は
璽
の
伝

わ
り
歩
き
の
練
習
だ
。
家
の
餮

に
手
す
り
を
付
け
、
床
の
段
差

を
取
り
'
m

防
止
処
置
を
し

た
う
え
で
伝
わ
り
歩
き
の
練
習

を
始
め
る
。
と
り
あ
え
ず
は
、

ト
イ
レ
ま
で
行
け

る
こ
と
か
目
嬋

だ
。
そ

う
す

れ
ば

、

お
む
つ
を
は
ず
す
こ
と
か
で
き

る
。K

さ
ん
の
歩
行
馴
練
は
続
い

た
。
そ
し
て
や
っ
と
、
ツ
エ
を

つ
い
て
屋
外
を
歩
く
こ
と
が
で

き
る
様
に
な
っ
た
の
だ
。
今
で

は
、
散
歩
は
K
さ
ん
の
巖
大
の

楽
し
み
だ
。

K
さ
ん
と
奥
さ
ん
に
笑
頭
が

よ
み
か
え
っ
た
。
(
保
健
婦
)

日
本
脳炎
の予防
接種

実
施
日
・
龠
場

左
軣
の
と
お

り
受
付
蒔
間

午
唆
2
時
～
3
時

対
象

膺
4

筬
(
4
月
1
日
現

在
)
以
上
学
齢
前
ま
で
の
。

俣
育
園
・
幼
稚
園
に
通
っ
て

い
な
い
幼
児

接
覆
方
法

初
め
て
受
け
る
幼

児
は
、
1
1
2

週
閠
あ
け
て

2
回
接
種
。
昨
年
中
に
2
回

受
け
た
こ
と
の
あ
る
幼
児

は
、
1
回
接
種

接
種
S
用

無
料

柬
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
で
の
予
防
接
種
に
も
れ
た

幼
児
、
児
童
、
生
徒
も
受
け
ら

れ
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
幼

児

▽
発
熱
し
て
い
る

▽
著

し
い
栄
養
障
害
か
あ
る

▽

最
近
ま
た
は
現
在
同
気
に
か

か
っ
て
い
る
(
心
臓
、
腎
臓
、

肝
臓
な
ど
の
同
気
で
急
性

朋
、
増
悪
朋
ま
た
は
活
励
嗣

に
あ
る
幼
児
)

▽
ア
レ
ル

ギ
ー
体
質

▽
予
防
接
種
で

高
熱
な
ど
異
常
な
副
反
応
を

起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る

▽

最
近
1

年
以
内
に
け
い
れ
ん
E

状
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ

る

▽
そ
の
他
医
師
が
不
適

当
と
認
め
た
濤
合

※
当
日
は
体
温
を
阨
り

、
母
子

手
帳
と
印
か
ん
を
持
参

。

問
合
せ
先

本
庁
舍
・
保
健
予

防
係
(
き
麗
1
1
1
1

㈹
)
、

足
立
保
健
所
桑
務
係
(
`
‘
勁
　

4
1
5
1
)

、千
僅
保
健
所
業

鵬
係
(

さ
8
8
8
4
2
7
7
)

プ
ー
ル
遊
び
は
マ
ナ
ー
守
っ
て

仔
ち
に
待
っ
た
プ
ー
ル
の
季

節

。
一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
プ
ー
ル
遊
び
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う

。

一

プ
ー
ル
に
入
る
前

▽
か
ぜ
、
結
膜
炎
な
ど
伝
染
性

の
鰐
気
に
か
か
っ
て
い
る
人

は
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

▽
水
一

は
瀰
蓆
な
も
の
を
着
用

▽
化
粧
や
整
髪
料
は
よ
く
落
と

し
て
か
ら

▽
用
便
を
す
ま
せ
、
シ
ャ
ワ
ー

で
身
体
を
洗
い
、
腰
洗
い
癇

で
消
毒

▽
串
瓣
体
操
も
忘
れ
ず
に

S
泳
い
だ
あ
と

▽
洗
眼
・
う
が
い
を
十
分
に

し
、
シ
ャ
ワ
ー
で
頭
や
体
を

よ
く
洸
つ
て
、
祠
気
の
S
染

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

▽
同
9
の
理
由
か
ら
、タ
オ
ル
、

ブ
ラ
シ
類
の
賢
し
借
り
は
し

な
い
よ
う
に

A
保
健
所
・
環
境
衛
生
担
当
V
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おもしろ

あだち 情報館
データ で見る足立区

〝足 立 て ど ん な 区 な の で し ょ う か 。 面圃 は ど の

ぐ ら い で 、 人 口 は 伺λ 特 徴 は 何 か 。4 回l j , 区 の さ ま

ざ ま な デ ー タの 申 か ら 人 口 、 経 薦 、 ● 檎 、 ヌI 匕弓 にs j a

曇 し ぼ り 、 足 立 区 の 姿 を 浮き 彫 り に し て み ま し た 。 あ な

た は 、 い く つご 存 知 で し ょ う か 。 数 々 の デ ー9 で の あ゙

だ ち 胃 発 見 。 あ だ ち お も し ろ 情 報 鐘 オ ー プ ン で す 。

人

口

足
立
区
は
若い
区

足

立
区

の
人

口
は

、6
4
万
1

千

『
暇
人
(
5

月
1

日
現

在
)

、
面

積
は
5
3

・
2
5

平

方

冫
㍍

。

と
も

に
2
3

区

中
3

番
目

。
人

口
は

全
国

の

市

区

町

村
で

も
第
1
6

番
目

で

、
鳥
取

県
よ
り

多
い

数

字
と
な

っ
て

い
ま

す

。

昭
和
3
5
年
の
国
勢
調
萱
で
は
、

足
立
区
の
人
口
4
0万
8

千
陥
人
、
2
3

区
中
8
番
目
で
し
た
。
こ
の
2
9

年
間
に
2
3万
3
千
人
余
り
の
新
し

い
仲
間
夸
迎
え
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

一

加
率
で
い
う
と
、
練
馬
区
の
9
8

・
8

气

江
戸
川
区
の
召
・
2
%

に
次
ぐ
5
7・
―
%
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
3
5年
か
ら
4
5年
の
1
0

年
間
に
1
6万
3
千
人
余
り
の
増
加

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
時
区
内
に
建
設
の

逕
ん
で
い
た
公
営
住
宅
に
よ
る
と

こ
ろ
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

都
営
・
公
団
・
公
社
な
ど
の
公

営
住
宅
は
、
区
内
に
4
万
5
千
9
8
6

戸
(
昭
和
6
3
年
4
月
1
日
現
在
y
。

2
3区
で
巖
も
多
く
、
2
3区
全
体
の
1
6

・
7
%

を
占
め
て
い
ま
す
。

人
口
密
度
は
、
1
平
方
?
㍍
あ

た
り
1

万
1

千
聊
人
(
6
3
年
1

月
)
。
2
3区
で
は
人
口
窟
度
の
少
な

い
方
か
ら
6
番
目
。
区
内
に
は
建

初
が
建
て
混
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
か
、
ま
だ
ま
だ
利
用
で

き
る
空
閨
も
あ
る
と
い
え
ま
す
。

人
口
の
年
齢
別
構
改
を
見
る
と

蒟
筬
以
上
の
高
齢
人
口
は
、
5
万
2

千
川
人
で
、
構
成
比
は
8
・
2
%
(

昭
和
6
3年
4
月
現
在
)
と
低

く
、
2
3区
で
は
江
一
戸
川
区
に
次
い

で
若
い
区
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
は
若
い
足

立
区
も
、今
世
紀
末
の
平

成
1
2

年
に
は
、
6
5蔵
以
上
の

方

が
8
万
5
千
嶄
人

徊

・
6
%
)

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

こ
の
急
激
な
高
鮭
化
と
来

た
る
べ
き
2
1世
紀
に
向
け

、

区
で
は
福
祉
総
合
計
画
を
策

定
し
、
そ
の
町
応
を
進
め
て

い
ま
す
。

年齢別人口 ( 昭 和64 年1 月1 日現在)
住民基本台帳

教
育・
文
化

身
近
に
な
っ
た

体
育
館
・
図
書
館

燮
-
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
、
区
内
に
体
育
館
は
9
肥
。

年
M
延
べ
利
用
人
畝
は
、
全
館
合

わ
せ
て
5
9万
3

千
班
人
で
、
江
戸

川
区
に
欠
い
で
2
3区
中
2
一
目
と

な
っ
て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
、
休

膏
肥
が
身
近
で
利
用
し
や
す
い

こ
と
が
、
デ
ー
タ
に
衷
わ
れ
た
も

の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
2
9面
(
2
3区

中
2
番
)
あ
り
ま
す

。

図
書
館
は

、1
6麗

ヨ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
図
S

館
2
肥
を
含
む
)
、総
蔵
S

奴
は
1
0
1万2
千
4
4
8冊
(
昭
和
6
3

年
4
月
―
日
現
在

、2
3区
中
3

番
)
。

区
内
の
1
4図
S
館
は

、
現
在
オ

ン
ラ
イ
ン
で
結
ば
れ

、
ど
の
館
の

蔵
書
も
最
寄
り
の
館
で

借
り
ら

れ

、
返
却
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

1
0
1
万
2
千
余
冊
の
蔵
書
が
ま
さ

に
区
民
の
皆
さ
ん
の
も
の
と
な
っ

た
と
い
え
ま
す

。

ま
た

、美
術
書
な
ら
こ
の
館

、歴

史
一
な
ら
ど
こ
そ
こ
と

、
各
図
書

館
の
蔵
書
に
特
色
を
持
た
せ
る
よ

う
男
力
し
て
い
ま
す

。

小
・
中
学
校

区
立
小
学
校
8
0
校
、
中
学
校
3
9

校

、
と
も
に
3
区
中
1
番
の
学
校

畝
で
す

。
昭
和
匐
竿
に
は

、
小
学

校
3
8校

、
中
学
校
は
1
7
校
で
し
た

か
ら

、2
倍
以
上
に
皿
え
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

児
童
・
生
徒
数
も
。
昭
和
釦
年

の
6
万
4
千
心
人
か
ら

、
昭
和
M

年
に
は
9

万
7

千
細
人
に
も
な

り

、
区
内
の
学
校
建
段
に
拍
車
が

か
か
り
ま
し
た

。

現
在
で
は
、
学
筏
の
施
設
建
段

も
ほ
ぼ
終
了
し

、A
V
(
校
内
放
送

放
跌
機
器
)
の
導
入
、国
際
化
な
ど

と
い
っ
た
。
叡
齊
内
容
や
設
備
の

充
異
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

。

体育館年間延利用人員

今日もスポーツを楽しむ人たちでいっぱい

蔵書数( 冊)

小学校

商 業
区内の商店( yjり! ・卸売業) 数は10, 615店。大田区
に次い四3 区中4 り目です。
買い初名でにぎいう夕方、穗店街は活気にあふれ、
いかにも下町らしい趣きカt感じられます。
このデータの中ヤ興喋深いのは、そぱ飃さんの数(グ
ラフ参照) 。副郡心 宿昔区より多く、23区中1 番。その
せいか、区内には ん凧製造業も恥軒( 3 区中1 番)

あります。足立は穗耐の咏れたそぱ亰なんでしょうか。
変わったところでに、納豆を俘る浙が区内には4 ヵ所
あります。今朋のj 4 の納豆は足立産かもしれません。

そば
屋

商店
( 卸
売 小
売
業

) 数

豆腐
屋

め
ん類
製造
業

牛乳
屋

生菓
子
製 造業

肉屋 魚屋

生

活

環

境

公

園

人
口
密
度
が
2
3区
で
は

、
比
暇

的
低
く

、
オ
ー
ブ
ン
ス
ペ
ー
ス
の

あ
る
足
立
区
で
は
、
生
活
に
ゆ
と

り
と
潤
い
を
与
え
る
公
園
の

造
威

に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た

。

区
内
に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
公

菌
が
柳
ヵ
所

、2
1
6
万
8
千
吩
平
方
U
(

昭
和
6
3年
4
月
現
在
、
郡
立

公
園
等
を
含
む
)
あ
り
ま
す

。

数
で
は
大
田
区
の
4
4
7ヵ
所

、
面

積
で
は
世
田
谷
区
の
3

万
嵶
平
方
M

に
次
い
で

、
と
も
に
2
3区
で
2

番
目
で
す

。

6
月
4
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
杤

原
千
車
圜
を
は
じ
め
と
し

、
今
年

釟
毒
西
用
水
(
第
2
朋
)
、
保
木
聞

緑
道
な
ど
次
々
と
新
し
い
公
園
や

観
水
練
遭
が
完
泯
し
ま
す

。

ま
た
、
ま
惡

か
の
小
さ
ほ

と
り
空
間
を
目
指
し
た
「
プ
チ
テ

ラ
ス
」
も

、
今
年
度
中
に
実
現
す

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
公
園
の
ト
イ
レ
は
旧
力

所
、
こ
れ
ら
の
ト
イ
レ
も
最
近
は

オ
シ
ャ
レ
な
も
の
が
多
く
な
り

、

こ
れ
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。
は
ん
の
大
魯
公
園

の
ニ
ン
ジ
ン
型

、
竹
の
狠
第
4
公

園
の
ぞ
う
さ
ん
ト
イ
レ
な
ど
。

道

路

区
内

の
遭

路
峨

延
長

町

。
气

こ

の
う

ち
区

遭
は

、8
9
5㌔

び
(
昭

和
Q

年
4

月
現

在
)

。
と
も
に
3

区
で

は
3

番

目
の

長
さ

。
区

遭
を

柬
酪

遭

新
幹

康
に

艮
芦

す
る

と

、
ほ

ぼ

東

東
I

広
島

間
に

相
当

し
ま

す

。

こ

の

遭
路

わ
き

に
櫨

え

ら
れ
て

い

る
街

路
樹

は

、1
万
1

千
8
6

ま

。

樹
種
で

は

、
い
ち

ょ
う

が

最
も

多

く

、3

千
9
2

ぶ

と
な
っ

て

い
ま

す

。

歩
遭

橋
は

、
区

内
に
6
2

力
所

か

か
っ
て

い
ま

す

。

銭
湯
は
1
2
9ヵ所

銭
湯
は

、
薈
か
ら
人
々
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
塲
と
し
て
も

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た

。
こ
の
銭

禺
は
区
内
に
1
2
9力所

后

区
中
2

番
目
)
。

建
築
物
と
し
て
も
価
値
あ
る
餓

湯
、
カ
ラ
オ
ヶ
銭
湯
な
ど

、
特
色

の
あ
る

。風
呂
飃
さ
ん
‘
が
区
内

に
い
っ
ぱ
い

。

区
で
は

、
今
年
度

、
公
衆
浴
場

組
合
の
協
力
で

、
無
科
閲
敦
日
を

設
け
て
い
ま
す

。

第
I
回
は
子
ど
も
の
日
で
し

た
。y
回
は
、6
5
康
以
上
の
お
と
し

よ
り
を
対
象
と
し
て

、9
月
1
5日

に
(
左
表
番
照
)
。

公園

新 し い 潤 い 空 間 〝 柳 原 千 草園 〟

はんの木橋公園のニンジン型トイレ

銭湯

理容所

無 料 開 放 日

な お 、 改 豪に よ り 休 みの 単 湯 もあ り ま す 。

情 報 館

ク イ ズ
正解者にはテレ
ホン カード を

正
し
い
も
の
を
選
ん
で
く
だ

さ
い
。

間
1

足
立
区
の
人
口
は
全
国

の
市
区
町
村
中

、
何
番
目
か

①
3
番

②
1
6番

③
2
1番

問
2

足
立
区
で
1

日
に
何
人

生
ま
れ
た
か
(
昭
和
6
3年
度
)

①
1
8・
2
人

②
5
・
9
人

③
2
0・
5
人

間
3

区
内
の
公
圃
は

、
面
積

で
は
2
3区
中
何
番
目
か

①
1
番

②
2
番

③
3
番

岡

。

区
内
の
図
S
罵
は

何
餾

か
(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
魯
綰

を
含
む
)

①
1
4館

②
1
6館

③
1
8
S

問
5
6

月
4
日
オ
ー
プ
ン
し

た
区
立
公
園
は

①
柳
原
百
花
閣

②
柳
原
千

草
園

②
千
住
フ
ラ
ワ
ー
パ

I
ク

応
募
方
法
(

ガ
キ
に
住
所

、

氏
名
、年
齢
、5
問
全
て
の
　

正
し
い
答
え
の
番
号
を
明
配

応
募
期
慂
7
月
2
5
日
必
s

賞
品

全
問
正
解
者
の
う
ち

、

抽
選
で
1
0人
の
方
に

、8
月

、

区
発
行
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
(
発
表
は
賞

品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
ま

す
)

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

広
賀
係
(
〒
陶
千
住
l
j
4
　
F
1
8
a

監
―
―
―
―
㈹
)

一日の統計

住
ま
い
と
し
て

、職
場
と
し
て

、

シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ

ーレ
ジ
ャ
ー
の
場

と
し
て
、
足
立
区
は
6
4万
区
民
の

活
励
の
ス
テ
ー
ジ
で

す
。

そ
の
活
動
の
罵
集
は

、
ぼ
う
大

な
デ
ー
タ
と
し
て
残
り
ま
す
。
区

で
は
こ
の
デ
ー
タ
を
集
積
し

、
分

析
す
る
こ
と
で

、
区
民
の
皆
さ
ん

が
よ
り
一
ら
し
や
す
い
足
立
区
を

つ
く
る
基
礎
賢
科
と
し
て
い
李
す
。

今
回
は

、
そ
の
一
部
を
紹
介
し

ま
し
た
。
い
か
か
だ
う
た
で
し
ょ

う
か

。

な
お
、
情
報
公
闘
諜

余
斤
曾

・
中
央
本
町
庁
舎
)
で
は

、
区
政

憐
報
を
区
民
の
皆
さ
ん
に
公
閧
し

て
い
ま
す

。
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

※
今
回
の
デ
ー
タ
は
、

▽
特
別
区
の
統
計
(
昭
和
6
3
年
度
)

▽
数
字
で
見
る
あ
だ
ち
(
昭
和
6
3
　

年
度
)

▽
わ
た
し
た
ち
の
あ
だ
ち
(
平
成

元
年
3
月
刊
行
)

等
を
4
"
J
に
搆
吸
し
ま
し
た
。

シ リーズ

足立の
文化財

両
界
曼
荼
羅
図
(
2

幅
)

(
足
立
区
指
定
有
形
文
化
財
・
絵
画
)

所
在
地
…
伊
興
4
-
1
5
-
1
1

実
相
院

こ
の
曼
荼
羅
図
は
、
耳
言
密

教
の
根
本
を
な
す
金
剛
界
と
胎

蔵
界
の
両
界
曼
荼
躍
図
で
す
。

l
き
y
～
!

絹
本
魯
色
で
。
と
も
に
縦
Ⅲ

气

横
ぶ
り
か
ら
な
る
大
喝
の

仏
画
で
す
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
は

が
れ
落
ち
て
い
ま
す
が
、
曄
描

は
木
目
細
か
で
彩
色
も
全
股
的

に
鮮
明
で
す
。

な
お
、
こ
の
曼
荼
罵
に
つ
い

て
は
'
K

の
よ
う
攵
啣
l
y
扉

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
寛

金
剛
界
曼
荼
羅
一
唱

胎
蔵
界
曼
荼
羅
一
暘

以
上

寛
保
四
甲
子
年
二
月
古
日

奉

紀
伊
宰
祖

宗
将

口
以

比
功
徳

醫
及
於

】切

我
等

貝
衆
生

口
倶
成
仏
…
…
い

と
あ
り
ま
す
。

た
だ
し

、
宗
将
か
紀
伊
家
を

継
い
で

多
相
と
な
っ
た
の
は

、

宝
暦
7

年
子
7
5
7
}

で
す

。

寛
保
4

年
T
7
4
4
)

は

、

そ
れ
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
1
3
年

と
な
り

、こ
れ
に
は

、
若
干
の

硬
問
が
残
さ
れ
ま
す

。

し
か
し

、
江
戸
中
期
の
仏
図

と
し
て
貴
重
な
賢
科
で
す

。

胎蔵界曼荼羅

金剛界曼荼羅

シ リ ー ズ

身近な自然3

ツ ユ ク サ

写
真
は

、
荒
川
土
手
で
撮
彫

し
た
も
の
で
す

。6
月
か
ら
9

月
こ
ろ
に
か
け
て

、
暹
ぱ
た
や

草
地
で
き
れ
い
な
青
い
花
を
咲

か
せ
ま
す

。

ツ
ユ
ク
サ
は

、朝
早
く

、霖
が

お
り
る
と
と
も
に
咲
く
と
こ
ろ

か
ら
名
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
ま

す

。
花
の
色
か
ら
も

、
野
原
の

霖
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。求
た

、

轆
き
草
が
転
じ
て
ツ
ユ
ク
サ
に

な
っ
た
と
も
い
わ
れ
ま
す

。

眥
は
花
び
ら
nを
し
ぼ
っ
た
青

い
汁
で
布
を
桑
め
た
そ
う
で

す

。
ツ
ユ
ク
サ
は
群
生
し

、
集

め
や
す
い
も
の
の

、
布
を
桑
め

る
の
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
一

が
い

っ
た
の
か
曹
哭

の
舌
労
が
し

の
ぱ
れ
ま
す
。

静
か

な
ブ
ー
ム
の
草
木
染

め
、
身
近
に
も
こ
ん
な
材
料
が

あ
り
ま
す
。

ツ
ユ
ク
サ
は
、
葉
の
う
す
皮

が
き
れ
い
に
む
け
る
の
で
、
小

学
校
で
は
、
葉
の
輿
孔
の
観
察

に
便
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

裂
い
た
葉
の
う
す
皮
を
、
頭

微
鏡
で
見
る
と
、
ウ
イ
ン
ナ
ー

ソ
ー
セ
ー
ジ
を
2
本
向
か
い
合

わ
せ
に
し
た
よ
う
な
気
孔
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。

ツ
ユ
ク
サ
の
藥
は
、
天
ぷ
ら

に
す
る
と
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

ま
す
。雑
章
と
し
て
見
落
と
し

が
ち
で
す
が
、
身
近
な
草
花
に

観
し
み
、一

ら
し
に
役
立
て
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

Λ
花
畑
西
小
教
諭

鈴
木
遙
V

写
真
で
た
ど
る

足
立
た
い
む
と
ら
べ
る

なつかしいSL の勇姿

写真は、常磐繚の下り列車力四川へかかるとこ

ろ。撮影は昭和42年1 月です。
明冶から陸上輸送の源励力として活躍してきたSL

も、電化、ディーゼル化の筱には勝てず徐々
に賢を消していきました。常磐緤でも昭和44年3

月15日、最後の汽車が走りました。計闇中の篇磐
釿礫には、どんな列車が走るのでしょうか。

(写真提供…日の出町 太田峻三さん)

一一- -
常 磐 轢 の 新 し い 顏 「 ス ー パ ー ひ た ち 」

昔の写真を募集します
このコーナーに提供していただける昔の
写真がありましたらご連笳ください。
連絡先 本庁合・広報課 啻882- 11n( 代)
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光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

ご

注
意
を
!

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
し
や

す
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、自
勳
申
、

エ
場
、
ピ
ル
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ

た
窒
素
酸
化
物
、
炭
化
水
素
な
ど

の
大
気
中
の
汚
染
物
質
が
太
暘
の

紫
外
線
を
受
け
て
化
学
反
応
を
起

こ
し
て
発
生
し
ま
す
。
目
や
ノ
ド

に
剌
激
を
与
え
た
り
、
櫨
物
に
も

被
害
を
与
え
ま
す
。

注
意
報
・
警
報
な
ど
が
出
た
と

き
は
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。そ

の
と
き
は
、
欠
の
こ
と
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▽
な
る
べ
く
外
に
出
な
い
こ
と
　

屋
外
壥
勳
は
や
め
て
、
室
内
に

入
つ
て
く
だ
さ
い

▽
自
勦
車
の
運
転
は
で
き
る
だ
け

し
な
い
よ
う
に

▽
目
や
ノ
ド
に
刺
激
を
慝
じ
た
ら

す
ぐ
に
洗
脹
や
う
が
い
を
し
て

く
だ
さ
い

▽
被
害
を
受
け
た
と
き
は

、
最
寄

り
の
保
健
所
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い

A
本
庁
舎
・
環
境
課
V

投
票
所
が変

わ
り
ま
す

7
月
に
東
京
都
議
会
議
員
選
挙

と
参
巌
院
毒
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
次
の
地
域
に
お
住
い
の
方

は
、
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す
。

関
原
二
丁
目
全
域
・
本
木
二
丁

目
1
番
～
2
8
番

≪
新
投
票
所
≫

関
原
防
災
ま
ち
づ
く
り
事
務
所

(旧
関
原
区
民
事
務
所
)

関
原
2

―
3
5―
2
4

≪
旧
投
票
所
≫

関
原
不
勳

関
原
2
-
2
2
-
1
0

問
合
せ
先

選
挙
管
理
委
貝
会
事

務
局
　
8
8
2
1
1
1
1㈹

消
費
者
相
談

だ
ま
さ
れ
て

シ
ョ
ッ

ク

の
な

い
よ

う
に

悪
質
な
あ
て
名
書
き
内
職

「
〝自
宅
に
い
て
高
額
な
副
収

入
が
寿
ら
れ
ま
す
〟
と
い
う
折

り
込
み
広
告
を
見
て

、
内
職
の

申
し
込
み
を
し
た

。
甲
し
込
み

代
金
を
払
っ
た
が
、
思
う
よ
う

な
収
入
は
上
げ
ら
れ
ず
、
解
約

を
申
し
込
ん
で
も
、
お
金
が
戻

っ
て
こ
な
い

」

と
い
う
苦
嘴
が
後
を
断
ち
ま

せ
ん

。
こ
う
し
た
あ
て
名
書
き

の
内
職
の
募
集
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
は
か
な
り
古
く
か
ら
あ
り

ま
し
た
。

新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
折
り
込

み
広
告
に
は
、
簡
単
に
も
う
か

る
よ
う
な
記
載
が
し
て
あ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
い

ざ
申
し
込
ん
で
み
る
と
、
広
告

に
は
番
い
て
い
な
い
よ
う
な

「
あ
て
名
を
S
い
た
封
筒
で
、

商
品
の
カ
タ
ロ
グ
を
送
り
、
そ

の
相
手
か
ら
注
文
が
あ
っ
た
時

だ
け
報
酬
を
得
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
」
な
ど
と
言
わ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

結
局
は
、
ほ
と
ん
ど
収
入
が

寿
ら
れ
ず
、
指
導
費
用
だ
け
を

損
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
法
で
、
最
近

は
ワ
ー
ブ
ロ
な
ど
を
売
り
つ
け

ら
れ
る
被
害
も
見
ら
れ
ま
す
。

あ
て
に
な
ら
な
い
話
を
、
あ

て
に
し
て
。あ
と
で
あ
わ
て
出

さ
な
い
よ
う
に
、
く
れ
ぐ
れ
も

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
消
費
者
セ
ン

タ
ー
(
　
8
8
0
5
3
8
5
)へ
。

公
共
施
設
用
地
等
の
先
買
い

基
準
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

公
共
施
設
(
遭
路
、
公
園
等
)

の
整
偉
は
重
要
な
課
題
で
す
が
、

用
地
の
取
得
は
年
々
困
難
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、「
公
有
地

の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

で
地
方
自
冶
体
等
が
、
土
地
を
先

貿
い
で
き
る
制
度
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
対
象
と
な
る
土

地
の
所
有
者
が
第
三
者
へ
土
地
を

譲
渡
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
都

道
府
県
知
事
に
届
け
出
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た

、地
方

公
共
団
体
等
へ
土
地
の
貿
い
取
り

希
望
の
申
し
出
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
届
け
出
ま
た
は
申

し
出
を
受
け
て
地
方
公
共
団
体
等

が
土
地
の
所
有
者
と
協
議
し

、
土

地
を
買
取
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
対
象
面
積
が
3
0
0平
方

㍍
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
虞
元
年
6
月
1
日
以
降
、
同
法

施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、
こ
の
基

準
が
つ
ぎ
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
場
合
、
土
地
所
有
者
の
譲

厦
所
得
に
は
千
錮
万
円
の
特
別
控

除
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

。

土
地
の
先
買
い
に
つ
い
て
の
ご

協
力
を
お
頤
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
用
地
課

8
8
2
1
1
1
1㈹

区
役
所
(
千
住
庁
舎
)

閉
庁
時
に

地
下
駐
車
場
を

開
放
し
ま
す

利
用
日
時
毎
月
第
2
・
4
土
曜
　

日
、日
曜
日
、祝
・
祭
日
の
午
前
　

9
時
I
午
浚
1
0
時
(
そ
の
他
の
　

土
曜
日
は
午
潼
1
時
～
1
0
時
)

収
容
台
数
3
8

台
(大
型
車
を
除

く
)

料
金

―
回
2
時
間
槇
円
(
3
0
分

増
す
ご
と
に
1
0
0円
迴
加
)

問
合
せ
先

紺
ま
ち
づ
く
り
公
社

8
7
0
3
6
1
1

起
震
車
の
愛
称

決

ま

る

あ
だ
ち
広
報
4
月
1
5日
号
で
募

集
し
た
起
震
車
の
愛
称
が
、
こ
の

ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
応
募
の
中
か
ら
厳
正
な
審
査
の

結
果
、「
震
太
く
ん
」(池
上
幸
宏
さ

ん
=
青
井
二
丁
目
在
住
の
作
嵒

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
応
募
総
数
は
1
3
7

点
に
も
及
び
ま
し
た
。

こ
の
「
震
太
く
ん
」
は
、
地
震

災
害
防
止
の
た
め
、9
月
末
ご
ろ

か
ら
皆
さ
ん
の
地
域
に
お
伺
い
し

ま
す
。
ど
う
か
、
か
わ
い
が
っ
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、「
震
太
く
ん
」の
利
用
申

し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は

、
後
日

あ
だ
ち
広
報
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す

。A
申
央
本
町
庁
舍

。

災
害
対
策
課
V

建
設
工
事
施
工
統
計

調
査
に
ご
協
力
を

こ
の
調
査
は
毎
年
1
回
、

建
設
事
業
所
(
本
社
・
本
店

な
ど
)
を
対
象
に
実
施
す
る

も
の
で
す
。1
年
閧
に
行
わ

れ
た
建
設
工
事
の
完
成
工
事

高
・
受
注
高
等
を
調
査
す
る

も
の
で
す
。

調
査
対
象
と
な
っ
た
亭
業

所
に
は
調
査
票
を
送
付
し
ま

す
の
で

、
ご
協
力
を
お
顫
い

し
ま
す

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

硬
計
係
　
8
8
0
5
0
3
3

く

ら

し

の

情

報

福

祉

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

該
当
者
は
申
請
を

こ
の
手
当
は
区
内
に
住
所
が

あ
り
、
次
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
方
に
支
紿
さ
れ
ま
す
。
該

当
さ
れ
る
方
は
、
児
童
助
改
係

に
申
摶
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

□
児
童
扶
養
手
当

1
8歳
未
禹
(
中
慶
以
上
の
障

害
の
あ
る
児
童
は
2
0歳
未
満
)

で

、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
9
に

あ
る
児
童
。

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
観
が

死
亡

▽
父
親
が
生
死
不
明

▽
父
親
に
1
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る

▽
父
親
が
法
令

に
よ
り
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る

▽
父
観
が
い
な
い

(毋
観
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い

で
懐
胎
し
た
児
童
で

、
父
親

か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な
い
)
　

▽
父
親
が
徼
度
の
障
害
(
身

体
障
害
者
手
帳
―
・
2

級
程

度
が
該
当
)

支
紿
制
限

呎
に
該
当
す
る
方
は
、
支
給

さ
れ
ま
せ
ん

マ
所
寿
か
制
限
額
以
上
の
方

▽
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方

▽
児
童
が
父
毋
の
死

亡
等
に
よ
り
公
的
年
金
を
受

給
し
て
い
る
と
き
、
あ
る
い

は
加
給
対
象
と
な
っ
て
い
る

と
き

▽
児
童
が
施
設
に
入

所
し
て
い
る
と
き

手
当
月
額

▽
児
童
1
人
・・・
全

部
支
給
3
万
4
千
2
0
0円
、
一

部
支
給
制
限
2
万
2
千
9
0
0円

▽
2
人
目
は
5
千
円
、3
　

人
目
以
降
は
2
千
円
加
算

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

2
0歳
未
満
で

、
心
身
に
敷
度

お
よ
び
中
度
の
障
害
が
あ
り
、

次
の
い
す
れ
か
に
該
当
す
る
児

童
。▽

糟
神
薄
弱
で
愛
の
手
帳
1
　

～
3
度
程
度
▽
身
体
障
害
　

で
身
体
陣
害
者
手
帳
1
～
3
　

級
程
度

支
紿
制
限

次
に
該
当
す
る
方

は
支
紿
さ
れ
ま
せ
ん

▽
所
得
が
限
度
額
以
上
の
方

▽
児
童
が
障
害
を
理
由
と

す
る
公
的
年
金
を
受
給
し
て

い
る
と
き

▽
児
童
が
施
設

に
入
所
し
て
い
る
と
き

手
当
月
額

▽
重
度
…
4
万
1
千
6
0
0円　

▽
中
度
・
:
2
万
7
千
7
0
0円

申
騎
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

児
童
助
成
係

眤
1
1
1
1

㈹

税納
期
が
迫
っ
て
ま
す

平
成
元
年
度
特
別
区
民
税
・

都
民
税
第
1

期
分
の
吶
期
限

は
、
6
月
3
0日
で
す

。

早
め
に
お
近
く
の
銀
行

。
郵

便
局
な
ど
の
金
融
機
関
お
よ
び

区
役
所
、
区
民
事
務
所
の
窓
囗

へ
お
納
め
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

納
税
第

丁

第
二
係

8
8
0
5
0
9
6

相

談

婦
人
相
談
の

お

知

ら

せ

婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

で
は
、
女
性
の
さ
ま
ぎ
ま
な
悩

み
に
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

月
曝
日
か
ら
金
躍
日
ま
で
、

水
曜
日
に
は
夜
閧
も
相
談
を
行

つ
て
い
ま
す
。

お
勦
め
の
方
も
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
毎
週
月
・
火
・
木
・
　

金
曜
日
、
午
前
1
0
時
I
午
後
　

4
時
▽
毎
週
水
曜
日
、
午
　

後
2
時
～
午
後
8
時

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

婦
人
総
合

セ
ン
タ
ー
　

貘
5
2
2
3

教

育

心
身
に
障
害
を

持
つ
お
子
さ
ん
の

就
学
柤
談

教
竒
セ
ン
タ
ー
で
は
、
来
年
4

月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
心

身
に
障
害
を
持
つ
と
思
わ
れ
る

お
子
さ
ん
に
つ
い
て
の
就
学
相

談
を
7

月
1
日
か
ら
始
め
ま

す
。教

育
の
場
を
ど
こ
に
求
め
た

ら
よ
い
か
に
つ
い
て
、
専
門
の

相
談
與
が
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
毎
週
月
I
金
曜
日
、
午
　

前
9
時
～
午
浚
5
時

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
セ
ン

タ
ー
教
育
相
談
係
就
学
相
談

担
当
　
8
5
9
9
5
3
1

生
活環境

縦
覧
し
て
い
ま
す

下
水
道
の
都

市
計
画
変
更

都
と
区
で
は
次
の
都
市
計
画

の
変
更
を
し
ま
し
た

。

▽
柬
京
都
市
計
両
下
水
道
の
変

更
変
更
区
城

小
台
∵

二
丁

目
、
宮
城
丁

二
丁
目
各
地

内

告
示
年
月
日
6

月
1
6日

縦
覧
場
所

告
示
内
容
を
詳
し

く
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は

、

都
・
都
市
計
圃
局
総
務
部
相

談
燐
報
課
ま
た
は
区
・
本
庁

舎
・
都
市
計
図
課

問
合
せ
先

区
・
本
庁
舎
・
都

市
計
画
課
　
8
8
2
1
1
1
1
　

㈹おしら
せ

産
業
振
興
館
の
臨
時

休
館
の
お
知
ら
せ

改
修
工
事
の
た
め
、4

ヵ
月

間
臨
時
休
館
し
ま
す
。

休
館
中
は
、
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

。

休
綰
期
間

平
成
2
年
1
月
1
6
　

日
～
5

月
1
5日

間
合
せ
先

産
業
振
興
館

8
8
2
1
6
6
8

勤
労

福
祉

会
館

の

休

館

に

つ

い

て

館
内
消
毒
の
た
め
8
月
2
6日

(土
)
は
、
全
館
休
館
と
な
り

ま
す
。

問
合
せ
先

勣
労
福
祉
会
館
　

讎
3
5
8
1

訂
正
5

月
1
5日
号
3
面

の
見
沼
土
地
改
良
区
柬
京

出
張
所
の
閉
鎖
の
記
亊

中
、
見
沼
土
地
改
艮
区
事

務
昜
総
務
課
の
電
話
番
号

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
　
(
0
4
8
)

8
2
2
9
1
0
8
で
す
。
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

A
広
報
課
V
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伊豆高原・湯河 原あだち荘

9月分の利用案内
9
月
分
の
利
用
申
し
込
み
は
、

左
表
の
と
お
り
で
す
。

(
ガ
キ
は
、
―
保
餮
所
、
I
グ

ル
ー
ブ
(
区
内
在
住
・
在
勤
者
の

み
)
1
枚
に
限
り
ま
す
。重
複
申

し
込
み
や
、
期
限
を
過
ぎ
た
申
し

込
み
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

□
ハ
ガ
キ
の
抽
選
方
法

期
限
内
に
申
し
込
ま
れ
た
(
ガ

キ
は
、
記
載
内
容
を
確
認
後
、
抽

選
に
な
り
ま
す
。

抽
選
で
受
け
付
け
の
順
番
を
決

定
し
、返
信
用
の
(
ガ
キ
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

抽
選
は
公
閧
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
立
ち
僉
い
を
ご
希
望
の

方
は
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

9
月
分
の
抽
選
日
時
、
会
場
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

※
湯
河
原
あ
だ
ち
荘
を
利
用
の
方
で
、
駐
車
場
の
利
用

を
希
望
す
る
方
は
、
八

ガ

キ
に

「
駐

車

場

希
望

」

と
記

入

し

て

く

だ

さ

い

。

湯河原あだち荘

福

祉
の

ま

ど

家
庭
福
祉
員
募
集

昼
間
、
自
宅
で
生
後
5
週
閧

か
ら
3
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
3

人
ま
で
保
育
す
る
仕
亊
で
す
。

応
募
で
き
る
人
は
、区
内
に
居

住
し
、
2
5歳
か
ら
6
0歳
ま
で
の

方
で
、
保
母
、
敬
員
、
助
産
婦

ま
た
は
看
護
婦
の
賢
格
の
あ
る

女
性
で
す
。

児
童
緊
急
一
時

保
護
者
を
募
集

保
護
者
等
が
、
病
気
や
緊
急

の
要
件
が
あ
る
と
き
、
生
後
3

ヵ
月
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で

の
子
供
を
昼
間
3
人
ま
で
保
護

す
る
仕
事
で
す

。
応
募
で
き
る

人
は
、区
内
に
居
住
し
、児
童
の

保
育
経
験
の
あ
る
女
性
で
す
。

な
お

、
そ
れ
ぞ
れ
設
臠
等
に

一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で

。
く
わ
し
く
は
申
込
先
へ
。

申
込
期
限

随
時

申
込
方
法

匱
接
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先

い
ず
れ

も
、
本
庁
舎
・
社
会
福
祉
協

鵬
会
　
翻
1
5
5
0

国
民
年
金
Q
&
A

第3 回

どうやって　もらうか
どうしたら　増やせるか

Q
国
民
年
金
と
厚
生
年
金

の
ど
ち
ら
に
も
加
入
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
年
金
を
も
ら

う
に
は
、
ど
こ
に
行
け
ば
よ
い
の

で
す
か
。

A
大
正
1
5年
4
月
2
日
以

唆
に
生
ま
れ
た
方
は
、
最

後
に
入
っ
て
い
た
年
金
に
よ
っ
て

手
続
き
が
違
い
ま
す
。

①
最
後
に
人
つ
て
い
た
年
金
が

国
民
年
金
か
共
済
年
金
の
場
合

住
所
地
の
社
会
保
険
事
筋
所
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
最
後
に
人
つ
て
い
た
年
金
が

厚
生
年
金
の
場
合

会
社
の
所
在
地
の
社
会
保
険
事

務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
大
正
1
5年
4
月
1
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
や
、
国
民
年
金
だ

け
加
入
し
て
い
た
方
は
、
区
役
所

の
国
民
年
金
課
で
手
続
き
を
し
ま

す
。Q

私
は
国
民
年
金
だ
け
を

か
け
て
き
ま
し
た
が
、
年

金
は
い
く
ら
も
ら
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。

A
国
民
年
金
は
、
6
5歳
か

ら
受
け
始
め
る
の
が
欅
準

で
す
。

こ
の
場
合
は
、左
の
式
で
計
算

さ
れ
ま
す
(
こ
れ
は
大
正
1
5年
4

月
2
日
以
後
に
生
ま
れ
た
方
の
場

合
で
す
)
。

627, 200円×
納付月数+ 免除月数×

1
-
3

480 月 ※

(昭 和63年度額)

※ ただし、昭和16年4月1日以前に生まれ
た方は、生まれた年度により468月～300
月まで変わります。

な
お
、希
望
に
よ
っ
て
は
、繰
り

上
げ
(
6
0歳
～
6
5歳
未
満
)
、
ま
た

は
、
繰
り
下
げ
(
6
6歳
～
7
0歳
)
し

て
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

。

こ
の
場
合
は
、
6
5
歳
で
も
ら
う

と
き
の
額
に
、
年
齢
に
よ
り
5
8
～

8
9
%
(
繰
り
上
げ
)
、
1
1
2
～
1
8
8
%
(
繰

り
下
げ
)
の
率
を
か
け
た
額
に
な

り
ま
す
。

こ
の
額
は
、
生
啀
続
き
ま
す
の

で
、
繰
り
上
げ
請
求
し
た
方
は
。

一
生
少
な
い
ま
ま
で
す
。
ま
た
。

繰
り
上
げ
請
求
し
た
場
合
は
、
他

に
も
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十

分
考
え
て
、
ご
相
談
の
上
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

Q
私
は
過
去
に
免
除
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
年
金
額

が
少
な
く
な
る
と
聞
き
ま
し
た

が
、
本
当
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
増
や
す
方
法
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

A
保
険
料
の
免
除
を
受
け

た
と
き
は
、
そ
の
期
間
も

年
金
額
の
計
算
に
入
り
ま
す
が
、

前
述
の
計
算
式
の
よ
う
に
、
納
付

し
た
場
合
の
3
分
の
1
に
減
ら
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
免
除
期
間
に
つ
い
て

は
、
1
0年
前
の
も
の
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
ら

納
め
ら
れ
た
方
が
よ
い
で
し
ょ

う
。こ

の
場
合
の
保
険
料
は
、
当
時

の
額
に
一
定
の
加
算
が
つ
き
ま

す
。な

お
、
6
5歳
を
過
ぎ
る
か
、
国

民
年
金
の
老
齢
・
通
算
老
齢
年

金
、
老
齢
基
礎
年
金
を
請
求
し
た

ら
、
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Q
6
0歳
以
後
も
国
民
年
金

に
加
入
で
き
る
と
聞
き
ま

し

た

が
・
・
・
。

A
高
齢
任
意
加
入
と
い
っ

て
、
6
0
歳
か
ら
6
5
歳
ま
で

の
閠
、
希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
ま

す
。こ
れ
は
、
禾
納
が
多
く
て
年

金
を
受
け
る
た
め
に
最
低
必
要
な

月
数
を
満
た
さ
な
い
人
や
、免
除

が
あ
っ
て
年
金
額
の
少
な
い
人
の

た
め
の
制
度
で
す
。
保
険
料
は
6
0

歳
前
の
方
と
同
じ
よ
う
に
毎
月
納

付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
禾
納
が
あ
ま
り
多
い

と
き
に
は
、
高
齢
任
意
加
入
し
て

も
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
加
入
の
際
に
国

民
年
金
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舍
・
給

付
係
　

跏
5
1
6
5

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ

り

ま

せ

ん

か

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納
め

や
す
い
毎
月
納
付
と
な
っ
て
い
ま

す
。各
月
の
保
険
料
の
納
期
限
は

、

そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
翌
月
の
末
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。

5
月
分
の
保
険
料
の
納
期
限

は
、
6
月
3
0日
で
す
。

お
近
く
の
銀
行
。
郵
便
局
な
ど

の
金
融
機
関
お
よ
び
区
役
所
、
区

民
亊
務
所
の
窓
口
へ
忘
れ
ず
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
皙
に
し
ま
す
と

納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん

。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い

。

※
今
年
の
3
月
分
以
前
の
保
険
料

を
納
付
す
る
場
合
は

、
お
手
持
ち

の
区
役
所
の
納
付
書
で
は
納
付
で

き
ま
せ
ん

。
足
立
社
会
保
険
亊
務

所
か
ら
新
し
い
納
付
書
(
0

廩
納

付
書
)
の
発
行
を
受
け
て
、
匱
接
、

金
融
機
関
に
納
付
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す

。

発
行
依
頼
先

足
立
社
会
保
険
亊

務
所
・
国
民
年
金
保
険
料
課
　

瞋
0
1
1
1

㈹

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
保

険
料
係
　
8
8
0
5
1
6
1

ねんきん相談
ご
自
分
や
ご
家
族
の
年
金
の
こ
と
、
気

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

年
金
は
、
そ
の
方
の
経
歴
や
年
齢
に
よ

っ
て
、
一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す
。

ね
ん
き
ん
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
足
立

社
会
保
険
事
務
所
の
年
金
専
門
官
も
参
加

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。ど

う
ぞ
お
気
鰹
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
7

月
5
日
(
水
)
午
前
1
0時
～
午

後
3
時
3
0分

婦
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階
・
国
民
年
金

課
前

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
係
　

8
8
0
5
1
5
1

掲
示
板

□
電
気
安
全
講
習
会
の
ご
利
用

を関
東
電
気
保
安
協
会
で
は
、

区
民
の
方
々
を
対
象
に
「
電
気

安
全
講
習
会
」
を
無
料
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
日
時
、
場
所
を
ご

遅
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

関
東
電
気
保
安
協

会
東
亰
事
藁
本
部

8
0
2
5
5
1
1

□
製
靴
技
能
講
座
(
栽
断
コ
ー

ス
)

―
同
和
対
策
事
業
―

曰
時
7
月
1
8
・
1
9
・
2
1
・
2
4
・
2
5
　

日
。午
後
6
時
～
9
時
1
0
分

s
用

無
料

申
込
期
日
6

月
2
9
日
・
3
0
　

日
、
午
前
9
時
～
午
後
7
時

問
合
せ
先

都
立
足
立
高
等
職

業
技
術
専
門
校
台
柬
分
校
　

Ⅲ
2
9
6
1

□
第
2
8回
簡
易
保
険
・
郵
便
年

金
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

対
象

小
学
校
5
・
6
年
生
、

中
学
校
全
学
年

テ
ー
マ

課
題
-
簡
易
保
険
、

郵
便
年
金
に
関
係
あ
る
も
の

自
由
題
-
日
ご
ろ
考
え
て

い
る
こ
と
、
思
つ
て
い
る
こ

と

、
慝
勳
し
た
こ
と

応
募
様
式

原
稿
用
紙
(
槇
字

詰
め
)
小
学
生
1
3

枚
程
度
、

中
学
生
1
4
枚
程
度

応
募
期
限
7

月
1
5日
(土
)
　

く
わ
し
く
は
、
最
寄
り
の
郵

便
局
へ
。

□
短
期
技
能
講
習
会

▽
ア
ー
ク
溶
接
(
特
別
教
育
)

曰
時
7
月
1
0
日
～
1
5
日
、午
　

後
6
時
～
9
時
1
0
分
(
1
5
日
　

の
み
、午
前
9
時
～
午
後
6
　

時
)

場
所

都
立
王
子
高
等
職
業
技

術
専
門
校

対
象

ア
ー
ク
溶
接
の
業
務
に

従
亊
し
て
い
る
方
、
ま
た
は

こ
れ
か
ら
従
事
し
よ
う
と
す

る
方

内
容

ア
ー
ク
溶
接
装
置
の
取

扱
い
、
お
よ
ぴ
ア
ー
ク
溶
接

作
業
の
方
法
等

定
員
3
0
人

s
用
2

千
円

申
込
期
限
6

月
2
7日
(
火
)

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
王
子

高
等
職
業
技
術
専
門
校

9
1
2
3
5
7
1

□
短
期
技
能
講
習

▽
塗
装

日
時
8
月
8
日
～
1
0
日
、午
　

前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時

定
員
4
5
人

費
用
2

千
円

申
込
期
間
7

月
3
日
1
2
5日

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
大
田

高
等
職
業
技
術
専
門
校

7
4
4
1
0
1
3

□
向
上
馴
練

▽
毛
筆
筆
耕

日
程
7
月
1
7
～
1
9
、2
1
、2
4
　
～

2
6日

対
象

都
内
在
住
、
在
勦
の
お

お
む
ね
5
0歳
以
上
の
方

定
a
3
5
人

費
用

千
円

申
込
期
間
6
月
1
9
日
～
3
0
日

▽
カ
ラ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー

日
程
7

月
3
0日
、8
月
1
・

対
象

都
内
在
住
・
在
勦
の
方

定
a
2
5
人

s
用

千
円

申
込
期
間
7

月
3
日
1
1
4日

▽
ふ
す
ま
彊
り
(
申
級
)

曰
程
8
月
7
日
～
1
0
日

対
象

都
内
在
住
・
在
勦
で
高

等
職
業
技
術
専
門
校
表
具
科

修
了
者
、
ま
た
は
表
具
関
係

の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
お

お
む
ね
5
0歳
以
上
の
方

定
a
3
0
人

費
用
2

千
円

申
込
期
閠
7
月
4
日
～
1
4
日

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
赤
羽

高
等
職
業
技
術
専
門
校
技
能

振
興
係
　
9
0
9
8
3
3
3

□
技
術
向
上

▽
ふ
す
ま
張
り
(
初
級
)

日
程
8
月
8
日
～
1
1
日

対
象

お
お
む
ね
5
0歳
以
上
の

方
定
員
3
0
人

賢
用
2

千
円

申
込
期
間
7

月
3
日
～
7
日

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
足
立

高
等
職
業
技
術
専
門
校

6
0
5
6
1
4
9

□
都
立
葛
飾
盲
学
校
授
業
公
開

目
の
見
え
な
い
子
供
た
ち
の

教
育
に
つ
い
て
広
く
皆
さ
ん
に

ご
理
解
い
た
だ
く
た
め

、K
の

と
お
り
授
業
公
閲
を
し
ま
す

。

な
お

、
目
が
よ
く
見
え
な
い

た
め
、
学
校
生
活
に
悩
ん
で
い

る
子
の
保
護
者
の
方
と
教
育
相

談
を
行
つ
て
い
ま
す

。

曰
時
6

月
2
6日
(
月
)
、
午
前

9
時
～
午
後
1
2時
3
0分

場
所

都
立
葛
飾
盲
学
校
(
薦

飾
区
堀
切
7
-
3
1
-
5
　

回
6
4
3
5
)

□
第
3
7回
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク

ー
ル
作
品
募
集

対
象

都
内
在
庄
・
在
勤
・
在

学
の
方

課
題

自
由
。
た
だ
し
小
学
3
　

年
生
以
下
は
観
察
結
果

規
格

▽
中
学
生
以
下
…
B
2
　

判
(
7
2・
8
㌢
×
5
1・
5
㌢
)
　

▽
高
校
生
以
上
…
B
I

判

(
1
0
3
㌢
×
7
2
・
8
㌢
w

申
込
期
限
9

月
4
日

く
わ
し
く
は
、
区
内
各
図
s

館
等
に
募
集
要
項
を
掲
示
し
ま

す

。
郵
送
申
込
・
問
合
せ
先
東
京
　

都
統
計
協
会
(
干
1
0
0
-
8
1
千
　

代
田
区
丸
の
内
3
-
5
-
1
　

都
・
総
務
局
貎
計
部
内
　
2
1
2
5
1
1
1

㈹
)

ひ

ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
カ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
第
1
0
回
夏
休
み
親
子
レ
ク
キ

ャ
ン
プ
参
加
者
募
集
8
月
2
5

日
1
2
7
日
(
2
泊
3
日
)
/
那
須

甲
子
少
年
自
然
の
家
/
往
復
大

型
バ
ス
/
小
学
生
以
下
・
・
i
万

4
千
円
、大
人
・
・
・
1
万
5
千
円
/

佐
々
木
　
暝
3
2
1
0

☆
足
立
区
農
産
物
共
進
会
7

月
1
日
(
土
)
、正
午
か
ら
(
2
時

に
野
粟
無
料
配
布
)
/
足
立
農

協
本
店
　
g
7
5
0
1

☆
観
劇
「ガ
ラ
ス
の
家
族
J
7

月
1
日
(
土
)
、午
後
6
時
3
0
分

閲
演
/
足
立
文
化
会
館
/
入
会

金
割
円
、月
額
川
円
/
足
立
子

ど
も
劇
場
　
8
8
3
9
7
3
8

=
募

集
=

☆
弥
生
ミ
ニ
バ
ス
ケ
。卜
(
小

学
生
)
毎
週
月
曜
日
、午
後

6
時
3
0
分
～
8
時
/
区
立
第
九

中
学
校
体
育
館
/
月
額
千
9
円

/
小
山
　
呎
5
0
5
0

☆
女
性
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
(
ふ
れ

ん
ど
)
毎
週
金
曜
日
、午
後
7

時
3
0
分
～
9
時
3
0
分
/
青
年
セ

ン
タ
ー
/
入
会
金
2
千
円
、月

額
3
千
円
/
山
崎
　
8
8
7
8
6

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
ふ
れ
あ
い
会
)

毎
週
月
疆
日
、午
後
7
時
～
9

時
/
加
平
住
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

入
会
金
2
千
円
、月
額
3
千

円
/
龠
持
　
a
7
3
2
9

(
夜
間
)

☆
保
塚
ペ
ン
習
字
月
2
回
、

月
阻
日
、午
後
7
時
～
8
時
J

分
/
保
罹
セ
ン
タ
ー
/
月
額
3

千
円
/
志
賀
　
8
8
5
6
2
0
1

☆
い
け
花
&
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

毎
週
木
曙
日
、
午
後
6
時
～
9

時
/
綾
瀬
ブ
ル
ミ
エ
/
月
額
2

千
円
、
花
代
1
回
鯛
円
/
小
圷
　

剛
4
8
7
5

☆
社
交
ダ
ン
ス
毎
週
土
罐

日
、
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0

分
/
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
/
入

会
金
2
千
円
、
月
額
3
千
円
/

初
心
者
コ
ー
ス
あ
り
/
中
神
　

喝
8
9
4
0

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
初
中
級
男
性
)

毎
週
水
罐
日
、午
後
7
時
I
9

時
/
産
業
振
興
館
2
F
第
一
ホ

ー
ル
/
渡
辺
　
8
8
1
2
5
0
6
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フォト
ニュース あだち

5/ 14 あだちグリーン
フェ スティ バル' 89

「すてきだね/緑いっぱいある碁らし」――
あだちグリ ーンフエスティパル・89#都市農業公
圜で開かれ、家族適れなど約3 万人が訪れ、楽
しいひと時を週ごしました。メインステージで
は、緑化功労き麦彰などのセレモニーや緑のコ

ンサート。
そのほかの
会珊はカル
チユアラン
ド やわんぱ
くランドな
ど5 つのイ
ペント 広楊
に分かれ、
どこも大に
ぎわいとな
りました。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
の
緑
の
コ
ン
サ
ー
ト

▲ 緑のバ
ザーラン
ドでは花
・苗木の
即売会

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド

「
ふ
わ
ふ
わ
」

5/ 20 第33回区民芸能大会
日ごろ巵いた「のど」や「踊り」を

お披言目し、芸を竸い合う「第33回区
民芸能大会ガエル・ソフィアで行われ
ました。出場者は93人。フロも顔負け
するほどの思い思いの衣装を身につけ、
舞台せましと歌に踊りにハツスル。家
族やサークル1中問など800人の観客から
割れんぱかりの拍手を浴びました。

6
/
4

柳
原
千
草
園

柳
原
一
丁
目
に
「
柳
原
干
草
圜
」
ガ
オ
ー

フ
ン
。
開
圜
式
に
小
学
生
や
町
会
・
自
治
会

の
皆
さ
ん
お
よ
そ
3
干
人
が
参
加
し
廖
し
た・

地
元
町
会
で
絶
成
し
た
柳
原
干
草
圜
を
愛
す

る
会
の
冨
澤
会
畏
な
ど
の
喜
び
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
テ
ー
フ
カ
ツ
ト
と
灯
ろ
う
の
除
幕

式
が
行
わ
れ
、
来
圜
し
た
家
族
連
れ
の
方
は

敵
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

情 報 コ ー ナ ー 法 律 相 談 ( 予 約制 …電 話予 約可) 区民相談室　( 882) 1111㈹
□ 区役所本庁舎1 階区民 相談室
相談日は、毎週月・木曜日、午後
1時～4時

□ 中央本町庁舎2 階相談室
相談日は、毎月第2・4水曜日、午後
1時～4時

お琴と
尺八の夕ベ

夏の夕べに、お琴と尺八の演奏を
お楽しみください。「六段」「春の海」
など観しみやすい曲目を選んでみま
した。皆さん、お誘い合わせのうえ
ご来場ください。
日時7 月1 日(土)、午後7 時から
場所 エル・ソフィア( 無料)
※ 午後6時～7時まで簡単なお琴教
室も開催します。
問合せ先 足立区三曲協会・舛田

881- 1448 または本庁舎・文
化振興係　882 ―1111( 代)

ふれあい　 まなびあい
心ゆたかに

Li f e　Long　Learni ng
生涯学習ガイドブック

区・教育委 貝会では、こ のたび平
虞元年度版r 生涯学習ガ イド ブックj
を発行し まし た。この冊子 は、区民
の皆さんが生 涯学習をすすめ るため
の文化・ スポーツ講座、 教室、職業
技術等の学 習情報を幅広く まとめた
ものです。
このガイドブ ックは、 高齡者事業

団が各町会・自 治会にお届 けし 、各
会の班の回 覧により区民 の皆さ んに
ご覧いただくこ とになり ます。
また、区お よぴ ㈲コミ ュニティ文

化・スポ ーツ公杠、住区 センタ ーな
どの各施設でも 配布し ます。
ご希望の 方は、もより の施設にお

申し出ください 。
問合せ先 本庁舎・学習推 進係

882 ―l l l l ( f t )

い
ま
、時
代
は

生
涯
学
習
わ
た
し
流

「
う
る
お
い
」生
活
宣
言

お気軽に
ご利用 ください

税 務 相 談
日時毎週金曜日、午後1時～4時
内容 相続税、贈与税、所得税など
税金に関すること。事業の経理に
ついて
申込方法 電話予約

交通事故相談
日時毎日。午前9時～午後4時( 日　
曜・祝日、第2 ・4 土疆日を除く。
土疆は正午まで)

内容 示談方法、損害 額積算、保 険
関係など

塲所・申込・問合せ先いずれも本庁　
舎・区民相談室　882―1111㈹

竹の塚温水プール
改築による

休館のおしらせ
竹の獵温水プールは老朽化による

改築工事のため、次のとおり休館し
ます。
休綰期間元年10月～4年1月
※ なお、この改築工事により地域体
育館を併設します。
問合せ先 本庁舎・体育課

882―1111㈹

〝緑〟再発見
第13回 緑の写真コンクール作品募集

日常生活の中でふ れあう 〝緑〟をテ
ーマ に、次のとおり繚 の写真コンク ー
ルを 行います。区内 に残る貴重な〝緑〟、
新し く創出された 〝まちの緑〟をレン
ズを 通し て発見し まし ょう 。
応募 要領　 アマチ ュアに限り ます　

昭和63年9 月から 平成元年8 月 ま

でに、区内で撮影した自作未発表の一
俘品　カラープリント、2L( キャ
ビネ相当) ～四ツ切り、ふちなし( 台
紙不要) 　 応募点数に制限はあり
ませんが、入賞は1 人1賞とします
入賞作品は返却しません　 入賞
作品のネガを提出していただきます

賞 推薦1点、特選3 点、入
選10点、佳作20点の計34点
※ 入賞者には賞状、賁品を、
全阯;募者には参加賞をお霞し
します。
応募期限8 月31日
提出先 本庁舎・緑化係( 〒
12a千住1 ―4 ―18)、または
区内写裏材料商葉協同組合
加盟カメラ店
問合せ先 冰庁舎・緑化係

882―1111㈹
昨年の推薦作品「樹下の散歩道」

第42回区民体育大会「トランポリン」
あだちジャンプ杯

日畤7月16日( 日) 、午前10時～午後　
4時

場所 総合スポーツセンター
種目 圜児( 男女混合)、小学生低学年
・高学年、中学生、一般の男女個人
軟で10種目( 圃児は5 穡目)
参加費1, 000 円( 当日会場へ持参)
申込方法 電話
申込期限6 月30日
申込・問合せ先 トランポリン協会・
斉藤　884- 0900

生活教室「茶 花一日入門」
日時6月29日( 木) 、午後1時30分～　
3時30分

場所 東部区民福祉センター
対象 区内在住・在勦の女性
爾師 岩佐樢朋氏
定員30 人(先着順)
費用1, 000 円
申込力法6 月25日から直接窓口また
は電丿舌

申込・岡合せ先 東部区凾福祉センタ
―　605- 7101

身体障害児の皆さんヘ

レ クリエ ーションのご 招待

区内の身体障害児の皆さんをバス
で「東京ディズニーランド」へご招
待します。
日程7 月9 曰( 日)
対象 区内在庄の身体障害児と保霞
者
申込方法 電話
申込期限7 月1 日
申込先 足立区肢体不自由児者父毋
の会・菱沼　897 ―6888

問合せ先 本庁舎・障害福祉課
882―1111㈹

T. To. A. S. 240, 000


